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は じ め に

本書は、高校と大学の接続、すなわち大学入試制度につい

ての筆者の考察をまとめたものです。筆者が大阪府立高校

の教員として初めて赴任したのは 1978 年です。その翌年の

1979 年度から共通一次試験が始まりました。したがって、教

職歴のほとんどをマークシート式試験による入試制度と共に

歩んだことになります。

筆者は、日本地球惑星科学連合に所属して同連合の教育検

討委員会の立ち上げに関与した縁で、日本学術会議の理学振

興研究連絡委員会（2003 年 12 月～ 2005 年 10 月、委員長：

江澤洋氏）の一員として、当時マスコミ等で喧伝された「理

科離れ」をどう防ぐかについての議論に加わりました。さま

ざまな対策が検討される中で、筆者自身は、マークシート式

試験による入試制度（当時はセンター試験と呼ばれた）があ

る以上、理科離れ問題の解決は難しいだろうと思い至りまし

た。そこで、委員会の中で意見を一にする人たちを募って、

2008 年に、センター試験が教育に及ぼしている影響を論じた

『検証　共通 1 次・センター試験』を監修し、出版しました。

その後、制度の見直しが検討されているのをニュースで見

聞きして期待していましたが、初等・中等教育の改善に資
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すると期待されていた項目がすべて破棄され、2021 年度か

ら「大学共通入学テスト」と名前を変えただけで、相変わら

ずのマークシートを用いた試験が実施されることになりまし

た。何故、マークシート形式の入試から脱却できないのか。

この問題を 2020 年 10 月ごろから 2022 年 9 月にかけて、い

ろいろな面から考えました。本書は、その考察の足跡を記録

したものです。読者諸氏のご批判と、さらなるご考察を期待

するものです。
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